





Considerations to Derive a New Framework for Retail 









　Standardization - adaptation has been the generally accepted perspective in the past for the 
study of retail internationalization. This viewpoint is built on a manufacturing industry-centered 
way of thinking. It starts by indicating the value a company decides beforehand for the market 
of the target country. Another approach based on the logic of service has recently entered the 
study of marketing and is attracting attention．The discussion here is based on studies of the 
value found in the logic of service in contrast to the above-mentioned understanding of overseas 
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　S-D ロジックの提唱者の Vargo and Lusch は伝統的なマーケティング研究は「伝統的
な工業生産中心モデル」としてサービスを中心とした考え方が、国際化を対象とするマー



















































































































































































ブンイレブンの運営会社で国内最大手の CVS チェーンである。CP オールは2013年にタ
イで60店舗以上展開する会員制ホールセラー型ディスカウントストアのサイアム・マクロ








Ｊ氏：CP は長年原料の調達と OEM を担当してきたので消費者からみると黒子の存在で
あった。現在の CP の戦略は社内にノウハウの蓄積もできてきたので自社ブランドを確立
することである。自分が所属するのはアジアチームで任務は自社ブランドを確立するため
10 今 回 の 調 査 は2014年 8 月 6 日 に C. P. MERCHANDISING CO., LTD （135/29-30 Amornphan 205 
Tower2 9th FL., Ratchadapisek 7 （Soi Nathong） Ratchadaprsek Road, Dindaeng Bankok 10400, 
Thailand にて2時間実施した。インタビュイーは Assistant Vice President Country Strategic Asia-




社　名 2013年売上高 CP の出資比率 事　業　概　要
CP フーズ 3,892億バーツ 約40％ 家畜用飼料から畜産、水産、加工食品、小売業
まで手掛けるグループ中核企業






































































































































































① 日本 16,385 12,002 136.5
② 米国 8,163 6,243 130.8
③ タイ 7,651 4,402 173.8
④ 韓国 7,000 1,802 388.5
⑤ 台湾 4,966 4,770 104.1
⑥ 中国（香港含む） 2,010 1,381 145.5
⑦ メキシコ 1,699 826 205.7
⑧ マレーシア 1,581 909 173.9
⑨ フィリピン 1,049 318 329.9
⑩ オーストラリア 596 363 164.2
－ シンガポール 528 419 126.0
－ インドネシア 158 0
世 界 合 計 52,811 34,147 154.7
アジア合計 41,318 26,003 158.9


































































































































































　Arnould and Thompson（2005）は Consumer Culture Theory（以下 CCT）という用
語を用いて、消費者を企業側から一方的な対象として捉えるのではなく、消費者の文化的
な側面を消費者側の文脈や価値創造の視点を加えることの重要性を提示している。そして、
CCT は S-D ロジックが試みようとしている生活世界における顧客の価値創造を対象とす
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